
背景
当院では他院からの転院時や透析導入時にはバスキュラーアクセス（以下、VA）感染予防のため

正しい手洗い法を指導している。このたび、グラフト感染症例が発生した事から手洗いの実態調査および

感染予防に対する意識の向上を目指した。

維持透析患者において、手洗いの現状及び感染予防意識に対す
る手洗い動画についての検討を報告する。

①透析待合室にて感染対策動画（７分）放映
動画放映期間 平成27年12月11日～15日

#１ 手洗い動画の放映は意識の向上、手洗い方法の見直しに有用である。
#２ 結果より偶数月の第２週（月・火）に手洗い動画を放映し、継続的な働きかけを行っている。
#３ 細菌検査結果により、穿刺前の手洗いはVA感染予防に有用である。

#1 アンケート結果の中に、放映時間や頻度の意見があった。継続して放映することで、より強く意識づけができると考える。
#2 アンケート結果より、放映後1～3ヶ月での手洗い実施率の低下がみられた。
#3 手洗い＝手関節から末梢までの手洗いと認識している患者が多く、放映により穿刺部までの手洗いを意識づけることができた。

目的

結果

対象
当院維持透析患者104名（対象外15名）
平均年齢（±SD）62.4±13.1歳
男性：女性 59：30
AVF：AVG 81：8方法

②下記内容でアンケート調査を4回実施

③スワブ法による皮膚常在菌検査を実施
当院維持透析歴3年以上の患者14名（穿刺部より採取）
AVF：７名 AVG：７名

※動画放映の様子 ※皮膚常在菌検査
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#１放映前のアンケートでは手関節から末梢までの手洗い実施率が分かった。放映後は前腕部まで洗えている事が「Yes」
とするようにアンケートを変更している。しかしながらAVG患者は手洗い実施率100％が達成できた。
その後AVF・AVG患者ともに手洗い実施率は徐々に低下している。

#２放映後も手洗いの必要性を感じない患者もいた。
#３常在菌検査は放映前が陽性2名、放映後は陽性はいなかった。放映前の陽性患者は2名ともAVGであり、放映前も手洗

いは行っていたが、放映後は穿刺部までしっかりと手洗いを行うようになった。
#４アンケートを取ることによりAVFの中には11人は自己のVAが分からないという患者がいた。

考察

まとめ

手洗い指導受けたことがあるか（Yes or No）
現在の手洗いの実施状況（Yes or No）
VAについての心配事（自由記入）

動画を見たか（Yes or No）
現在の手洗いの実施状況（Yes or No）
動画視聴後の変化（自由記入）

現在の手洗いの実施状況（Yes or No）
動画視聴後の変化（自由記入）
VAについての心配事（自由記入）
VAについて気を付けていること（自由記入）

アンケート結果の一部（自由記入）

①時間が合わず、動画が見られなかった。（放映後） ④定期的に動画を流してほしい。（1か月後）
②手洗いは手指の洗浄だけだと思っていた。（放映後） ⑤麻酔テープを貼っていると洗えない。（放映後）
③自宅で洗って来ているから病院では洗わない。（放映後）
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※動画の内容（手洗いの方法や感染についての解説など）

皮膚常在菌検査 陽性患者
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※陽性患者より検出された、
ブドウ球菌、アシネトバクター
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